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背景と課題
〔背景〕

•なぜ、「主体的な学び」の研究なのか

1.ともすれば学びに対して受け身な姿勢になりがち大学生が多いことへ

の気がかり

2.文部科学省による「アクティブ・ラーニング」あるいは「主体的、対

話的で深い学び」の提起への期待と懸念

3.子どものころからの素朴な疑問「なぜ学校に行って勉強しなければな

らないのか」
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背景と課題

〔課題〕

１．主体的な学びとは何かを明らかにする

• 文部科学省の提起の批判的検討

• 近年の主体的な学びに対する議論の概観と整理

• それらの作業を通じて、主体的な学びと呼びうるものの特徴を整理するとともに、主体的

な学びとはいかにあるべきか、またいかにあるべきではないかを明らかにする

２．主体的な学びを実現するための条件を明らかにする

• そのために、現実に行われていて、学び手の主体的な学びが十分成立しうる条件を備えて

いると考えられる実践について検討する
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文部科学省の提起とその批判的検討

〔文部科学省の提起〕

• いわゆる「質的転換答申」（2012年8月の中央教育審議会答申「新たな未来を築くための大

学教育の質的転換に向けて」）において、従来の一方向的な講義形式の教育とは異なる学修

者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習法の総称としてアクティブ・ラーニング

の語が用いられた。

• ⇒やがて、アクティブ・ラーニングは、大学のみならず日本の学校教育改革の全体に関わる

キーワードに

• 歓迎とともに批判も・・・活動重視の方法論に収れんすることへの批判⇒用語の変化：「ア

クティブ・ラーニング」から、「主体的・対話的で深い学び」へ

教育や学びの「方法」から授業改善の総合的な「視点」へ5 2024/5/15



文部科学省の提起とその批判的検討

• 〔批判的検討①〕田上(2016)による教育方法学的立脚点から

• 「質的転換答申」（以下、「答申」）（2012年8月）以降のアクティブ・ラーニングの

提起に対しての批判

• 学習指導要領では、従来、教育内容についての詳細な規定はなされても教育方法につい

ての踏み込んだ言及はされてこなかったにもかかわらず、「答申」は教育方法に踏み込

んでいる。「教育の方法が学習指導要領で言及された場合、原理的には教師はその教育

方法を意識して使用せざるを得ない」(田上, 2016, P.13)⇒アクティブ・ラーニングを

行うことそのものが目的化してしまうことへの警鐘

• 問題点「授業の定式化や固定化と、それに順応する態度を教師と子どもに求めること」

教育や学びの「方法」から授業改善の総合的な「視点」へ
と表現は変わったが、教育方法の相対化までは目指され
ていない 6 2024/5/15



文部科学省の提起とその批判的検討

• 〔批判的検討②〕小針(2018)による教育史的観点からの検討

• 実践上の問題：「アクティブラーニング」や「主体的・対話的で深い学び」が導入され

ることで恩恵を受けやすいのは、元々学力が高い層であり、導入で学力格差を助長する

可能性がある。

• 運用上の課題：学習者の能動性を引き出すと評価を受けた教育実践が、一面では定型化

の問題を孕んでいた問題が、すでに近代教育史においても見られた。現代でも、現場か

らの「型」への希求は生じがちで、それが定型化や固定化をもたらす可能性がある。

• 倫理上の課題：①アクティブラーニング実現の難しさ、②教師の高い力量の必要性、③

アクティブラーニングの限界設定←与えられた枠組みを学習者が超えようとしたとき、

④学びの意欲の格差
アクティブラーニングの持つ政治性への指摘
も・・・主体性や自主性の涵養を都合のよい歴
史観や社会間、道徳観の習得に結び付けて利
用される危険性
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大学教育における主体的な学び
に関わる近年の議論
• 溝上（２０１４）によるアクティブラーニング論

• アクティブラーニングの定義：「一方向的な知識伝達型講義を聴くという（受動的）学習を乗り越

える意味での、あらゆる能動的な学習のこと。能動的な学習には、書く・話す・発表するなどの

活動への関与と、そこで生じる認知プロセスの外化を伴う」（溝上, 2014, P.7）

• 何にポジショニングするかで二つのレベルを想定：「受動的な学び」に少しでも能動的な要素を

増やすレベルと、「能動的な学び」が主となるレベル。

• なぜ、大学教育においてアクティブラーニングなのか：［理由１］米国に端を発する大学の大衆

化により生じた高等教育の困難への対処の必要性から「どのように教えるか」が課題に、［理由

２］変化の激しい現代社会に適応するため⇒特に、情報・知識リテラシーの獲得に向けて
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大学教育における主体的な学びに関
わる近年の議論
• 松下（２０１５）のディープ・アクティブラーニングの考え方

• 「大学での学習は単にアクティブであるだけでなく、ディープでもあるべきだ」（松下, 2015, P.1）

• アクティブラーニングを導入しても未解決な問題：①知識（内容）と活動の乖離、②能動的な学

習をめざす授業がもたらす受動性、③学習スタイルの多様性への対応 ⇒ ディープ・アクティ

ブラーニングは、特に①の問題を中心に、アクティブラーニングを再構築することをめざす。

• 三つの深さ：深い学び、深い理解、深い関与 ⇒ 特に「深い関与」は重要な概念

• 関与は、アクティブラーニングと動機づけの相互作用によって生み出されるもの：ポイント1⇒動

機づけの主題化、情意面への着目、ポイント2⇒アクティブラーニングの焦点は身体的よりもむ

しろ知的に活発であること
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大学教育における主体的な学びに関わる
近年の議論
• アクティブ・ラーニングと民主主義：渡部（２０２０）の捉え方

• アクティブ・ラーニングはこれからの日本の民主主義の在り方に関わっていると主張

• 民主主義の３要素：「思想」「制度」「手続きと運用」⇒アクティブ・ラーニングは、とりわけ「手続きと運

用」に関わる

• 渡部（２０２０）の主張：学習者は、①プロジェクトの運営に参画、②チームの活動への貢献、③視野

の広がり、④コミュニケーションの大切さへの気づき、⑤自己の特質への気づき、と言った豊かな学

びの経験を達成感を伴って成し遂げ、自立的学習者として成長し自律的市民となりうる。

• 「若者たちが、繰り返しリサーチワークに取り組むことで、知の更新の仕方はもちろん、知の枠組み

そのものを問い直す批判的理性を獲得していくことになるし、同様に、グループワークへの参加を重

ねることで、合意形成など社会性の獲得にもつながる構造になっている」（渡部, 2020, PP.184-185）
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主体的な学びが成立していると考えら
れる事例から学ぶ
• ［ワークショップ］：ワークショップとは、「先生や講師から一方的に話を聞くのでなく、参加者が主体的

に論議に参加したり、言葉だけでなくからだやこころをつかって体験したり、相互に刺激し学び合う、グ

ループによる学びと創造の技法」（中野, 2001, P.Ⅱ） ⇒ ３つのキーワード：参加、体験、グループ

• 参加：ワークショップでは、双方向型の「参加型」の学びが強調される。しかし、参加は強制ではない。

やりたくないことも含めて、当人の「主体性」が尊重される。また、参加には、当人の言動によって場を

動かすことを知るという意味も含まれる。

• 体験：学習は、通常、知識の獲得や知識のはたらきと捉えられがちだが、ワークショップでは、知性だ

けでなく、からだを使い、時には感情にふれたり直観や霊性をも動員したりする、ホリスティックな学び

という特徴を持つ。

• グループ：集団での相互作用での学び合い。安心して成長したり生まれ変わったりできるゆりかご。
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主体的な学びが成立していると考え
られる事例から学ぶ

• ［サドベリー・バレー校］：米国マサチューセッツ州にあるデモクラティック・スクール。１９６８年、元コロンビア大学

教員のダニエル・グリーンバーグらによって創立された。

• １９世紀にたてられた邸宅と１０エーカーの敷地（およそ２００メートル四方）が校地。４歳～１９歳の子ども１３０～

１９０人が通う。スタッフは９～１１人。

• 同校の主要な決定機関は、週１回開かれる全校集会であり、メンバーである子どもスタッフも、各自１票の議決

権を持って参加。学校運営に関わる主な事項はすべてここで扱われる。

• 同校には、カリキュラムも時間割もない。当然、決まった授業時間もない。ただし、子どもが希望すれば、スタッフ

や外部の人が講師となって、希望者に対して授業がなされることがある。また、専門的な知識を得ることを希望

したり、特別な技能を得たい場合には、外部の専門家に弟子入りするなどの措置がとられる。

• 「卒業」後、大学等に進学したり、働き出したりした人の多くが、自分の希望に沿った活動、生活をしていることが、

何度かの追跡調査で明らかにされている。

とても興味深い「学校」実践だが、形式的なところを
真似るだけではうまくいかないように思われる。ここ
での質の高い学びを補償する「仕掛け」は、もっと
探ってみる価値があるのではないか。
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まとめ
• 主体的な学びとは何か

• ３つのレベルに分けての理解：溝上（２０１４）の提起する２つのポジショニングをふまえて⇒

• 第１のレベル：従来の講義型の授業のような「受動的な学び」に少しでも「能動的な学び」の要素が付け加

わるレベル

• 第２のレベル：学びが能動的であることが常態化した学びの状態

• 第３のレベル：第１、第２のレベルが既存の教育システムを前提とするものに対して、それを超えたところに

生じうる学びのレベル。自由な選択による高いモチベーションに基づく学びのレベル

• どのようなものであるべきか：学び方を相対化する回路があること、学びの到達に対する社会の許

容性があること、民主的な社会の主権者を育成する観点があること

13
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まとめ
• 主体的な学びが実現するための条件

• すべてのレベルに共通するのは、学びへのモチベーション

• 第３のレベルでは、学びは本人の選択によるものであるので、モチベーションは維持されやす

い。学びへの責任と自律をもたらす。集団としての意思決定の経験は他者からの学びを容易

にする。

• 第２、第１のレベルでは、教育の諸条件が重要な役割を果たす。その中でも教員は重要な役割

を果たす。それと同時に、教育のシステムや運用も重要 ⇒ 注意点：①能動性や積極性を涵

養することをめざす教育実践も定型化や固定化により、かえって学習者を受け身にしてしまう

可能性もある。②学びの技法と学び手とのマッチング

• 第３のレベルがいかなるものかについての検討は今後の課題。
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